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大阪府中学生学びチャレンジ事業費
【事業目的】
・生徒の学力状況を分析し、教育活動（指導・評価）の改善・充実に生かすとともに、評定の公平性を担保するため、学力調査を実施する。
・生徒の学習内容の定着状況を把握し、その習熟状況に応じた教材を活用し、確実な定着を図るため、確認プリントを実施する。
【平成26年度当初予算額】　　　１９６,６９９千円
【事業内容】

（1）　チャレンジテスト
　　① 対　　象　　中学校及び支援学校並びに特別支援学校中学部の第１学年、第２学年
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　　② 教　　科　　第1学年　国語、数学、英語

　　　　　　　　　 第2学年　国語、社会、数学、理科、英語

　　③ 実施時期　　平成２７年１月上旬
　　④ 実施内容

・生徒の学力状況を分析し、教育活動（指導・評価）の改善・充実に生かす。
・調査結果の分析による「評定の範囲」を活用することで、評定の公平性を担保する。
　　⑤ 「評定の範囲」の示し方とその活用
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（2）　単元確認プリント

　　① 対　　象　　中学校第１～３学年

② 実施内容
・学習内容の定着状況を把握するため、府教委Webﾍﾟｰｼﾞから５教科（国・社・数・理・英）の教材プリントを配信し、各中学校が必要に応じて教材等を活用する。
※国語、数学、英語は、既存の府教委教材等で対応、社会・理科は、新たに作成[image: image1.png]



主要事業　２





※1　仮評定とは、１学期及び２学期（２学期制の中学校にあってはそれに準じる期間）を平均した成績を基にした評定





※2　現在、評価対象学年の拡大について検討中
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